
新潟県立出雲崎高等学校

第2回 特別支援教育 職員研修会

日時 令和6年 12月 9日 (月) １５：３０～１６：５０

誰一人取り残さず輝かせる教育の実現に向けて



早速、質問です。

授業が始め始まって15分もたたない頃に、生徒A
が席を立って、近くの生徒Ｂ（常に仲の良い関係）
のところに行き、勉強の邪魔を始めました。どう見
ても、生徒Ｂは集中できず、困っている感じです。

このとき先生は、生徒Aをガツンと厳しく注意し
た方が良いのか、それとも 優しく諭してあげた方
が良いのか、さて、どちらでしょうか？
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正解は
「これだけの情報では正しいやり方は決められませ
ん」です。

考えてみてください。
私たちが、発熱（現象）して病院に行ったときに、
お医者さんは、すぐに注射（支援策）をしません。

発熱の原因を探るため、患者に質問したり、検査を
して、発熱の原因を突き止めようとします。そして
おおよその目処がついたら、それに応じた治療をは
じめます。

この発想は教育においても同様に必要です。
そもそも学習意欲を引き出す授業になっているか、
発達障害はないかなど、必要な情報を集め、それを
分析してから支援策を作ることが求められます。 3



正しい情報を基に分析しないと
支援策も作られない！

支援策現象

・学習意欲
・発達障がい
・不登校
・いじめ
・校内暴力

？

１ 多様な生徒を具体的にどの様に支援すれば良いのか？

自立

・精神的な自立
・社会的な自立
・経済的な自立
・希望へのかがやき
・ゆたかな情操



次のスライドを２枚見てください。

何か共通するところはありますか？
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特別支援教育の推進への基本的な考え方 （文科省）

特別支援教育の理念

・特別支援教育は、

・障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を
支援するという視点に立ち、

・幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、

・その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、

・適切な指導及び必要な支援を行うものである。



不登校児童生徒の支援への基本的な考え方 （文科省）

基本的な理念

・不登校児童生徒への支援は、

・「学校に登校する」という結果のみを目標にするのではなく、

・児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立するこ
とを目指す必要がある。



発達障害、不登校の両方に共通している考え方に気
づきましたか？

それは「自立」を目指すということです。

誰一人取り残さない教育を実現することは、生徒一
人ひとりを「自立型の人間」に育てていくことと、
ほぼ同じ意味になります。
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では、また質問です。
「どの様な教育が生徒の『自立』を促しますか？」

ヒントは「生徒指導提要（令和４年12月改訂）」に
２軸３類４層構造という言葉で記されています。

そのイメージを次の図で感じてください。
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発達支持的
生徒指導

課題未然防止
教育

課題早期発見
対応

困難課題
対応的指導

授
業
・
総
合
探
究
・
特
活

等

２ 生徒を自立させる教育（生徒指導）のあり方



例えば、ハイリスクな生徒には、大人がチームを組
んで集中的かつ丁寧に支援を行うことが大切です。
しかし、これは「自立」からは少し遠い感じです。

徐々に大人チーム支援から脱出して、友達同士で支
え合い、仲間の思いやりや支援によって支え合い、
乗り切る力を身につけると良いですね。

その様に、仲間で支える力を育てる生徒指導のこと
を２次的生徒指導と言います。

この発想は社会に出たときのことを考えると、本当
に大切です。興味のある方は「ピア・サポート」で
検索すると、深く学ぶことが出来るはずです。
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さらに、１次的生徒指導は「自分のしんどさを自分
自身で乗り切っていく力を育てる」指導のことを言
います。

以上が先ほどの図の大切な考え方です。

（その他にも、大切な意味が沢山ありますが、
すみません。省略します。）
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分析

ＢＰＳモデル （生物・心理・社会モデル） ．
・ 個人の分析 × 集団の分析
・教育・心理・福祉・医療等からの包括的アプローチ（チーム学校の必要性）

現象

情報

情報

情報

支援策を作成するには「アセスメント」が必要

３観点の情報収集

「生徒指導提要」第３章 チーム学校による生徒指導体制 ３．４．２（１）① （ｐ９０～） 他



先ほど「現象からすぐに支援策は作られないので、
情報収集して、分析する作業が必要です。」と述べ
ましたが、この取組をアセスメントと言います。

生徒指導提要では「BPSモデル」を使ってのアセス
メントが推奨されています。

これは生徒課題を、生物学的要因、心理学的要因、
社会的要因の３つの観点から情報収集し、検討する
ものです。
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次のスライドは、本校が情報収集をどの様に行って
いくかの計画について、本校合格後から夏休み前ま
でのおおよその流れを示したものです。

かなり丁寧に取り組んでいることを感じ取ってくだ
さい！
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•中学校情報（各種数値、エピソード、生育歴 等）
•家庭環境調査票（家族構成・家族関係 等）

↓
•教師の観察（生徒（個×集団）、友人・保護者関係 等）
•アンケート用紙（アセス、B-SAFE、エゴグラム 等）
•教育相談の実施（面談で、直接、本人から本音を聞く 等）

↓
•教務成績（成績、出欠 等）
•保健室情報（心身 等）
•検査結果（ 必要に応じて：WISC-Ⅳ 等 実施 ）

※始めは必要最低限でよいので集め、その後、追加していけば良い。

（仮説を基にした見通しを持って、取り組みを組織的に行っていく。）
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主な情報収集と対応（例）



当たり前の話ですが、一見、同じ様な現象を現す生
徒であっても、その背景を分析すると、生徒一人ひ
とりを取り残さず輝かせる教育に向けた支援策は、
個々、違ってくることも多いものです。

つまり、多くの情報を集め、幅広い専門家が集まっ
て背景を的確に分析するほど、より良い支援策を作
り出せるはずと考えています。
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■社会モデル

新潟県立出雲崎高等学校では「アセス・Ｂ－ＳＡＦＥ」を活用しています。

３ 生徒が通う価値を実感できる「楽しい学校」づくり



またまた質問です。

「ところで、不登校はどうしたら解決していくと思
いますか？」

普通に考えれば、子供が学校に行かないのは、学校
が何かしらの理由でイヤだからだと思われます。

それならば、子供が通いたくなる「楽しい学校」に
した方が、不登校解決の最も近道かもしれません。

そのために、文科省はますは、学校風土の把握に努
めましょう！ということで、そのアセスメントツー
ルを紹介しています。

本校では「アセス・B-SAFE」を採用しています。
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公益財団法人
学校教育開発研究所

（ＡＩＳＥＳ）

ホームページより
引用



公益財団法人
学校教育開発研究所

（ＡＩＳＥＳ）

ホームページより
引用



また、そのツールに加えて 、今後、“エゴグラム”
の活用も検討していきたいと考えています。

今回はそのために

エゴグラムを
① 生徒を自立させる教育教材にする
② 生徒理解のためのアセスメントツールにする

方法を研修していきます。
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エゴグラムは、
自分の性格特性と行動パターンを知るためのものであり、

その方法は、
① 所定のアンケートに答え、
② 結果を5つの自我状態のエネルギー量としてグラフ化し、
③ その結果を分析して求めていく。
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① ② ③

４ー１ エゴグラムとは



エゴゴグラムについて押さえておきたいこと ！

【１】 今のエゴグラムがベスト
→ エゴグラムの形に良し悪しはない

【２】 エゴグラムは変わる
→ （適応）はエゴグラムに現れる

【３】 理想的なエゴグラムはない
→ 自己理解（気づき）→“自由な自分”へ

【４】 教育との適合性が高い
→ ① 生徒指導（自己指導能力育成）教育教材
② 生徒理解のアセスメント・ツール
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※ これ以降は、プリントを用いた演習を中心にします



「エゴグラムをやるよ！」と生徒に言うと、必ずの
様に、次の様な質問があります。

「先生！ エゴグラムの質問に正直に答えると、自
分のダメさがバレてしまうのではないか････と思っ
て、つい格好つけてウソの回答をしてしまうような
気もしますが、どうなんですか？」

気持ちは分かります。
それは、「理想の答えがあるのではないか！？」と
いう思い込みからですね。

しかし、ご安心ください。
取り組んでみれば、すぐに分かりますが、先ほどの
スライドの【１】今の答えがベスト！、【３】理想
の答えはない！は、本当に本当です。
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４－２ 生徒指導 （自己指導能力） 教育教材活用

・生徒の自己分析・自己理解
① 今の自分の特徴を短所ではなく長所へと意識する
② 今の自我のエネルギーのかけ方の課題を認識する
③ 今の自分と理想の自分の違いを認識する

↓ 
・自分だけのオリジナル「自己指導能力育成計画」を作成

（ ルーティン・チェック表に落とし込む ）
↓

・個別最適なオリジナルのルーティン・チェック表の実施
（ 習慣形成を図る ＝ こころを強くする （心耕） ）
（ 夢・目標に取り組む ＝ 自己肯定感 ）

↓
・教育で生徒のWell-beingを生徒の当事者意識で図る



ここで、教育教材ツールとしての取組を紹介します。
はじめにエゴグラムチェックリストを２枚ご用意ください。

方法
１）1枚目には「いまの自分」で答えてください。

※ネット検索でもエゴグラム用紙は入手できます。

２）２枚目は「理想の自分」になりきって答えてください。

３）その2つの結果を重ねてください。

次のスライドを見るとイメージしやすいかもしれません。
※今回、「過去の自分」は省略します。
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28

今の自分の
特徴知る

いまの自分と
理想の自分
を比較し

伸びしろを
知る



方法

４）そして次からのスライド①、②、③により、用紙「エゴ
グラムから見た自分の特徴」を用いて、自己分析、自己理解
を深めましょう。

５）その上で、そこに書かれていることをヒントとして、自
分で自分を育てる方法を考えてみてください。
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エゴグラムから見た自分の特徴

本来の働き
この部分が高い人の この部分が低い人の この部分を

〈にじみ出る長所〉 〈陥りやすいワナ〉 〈にじみ出る長所〉 〈陥りやすいワナ〉 高めるには

Ｃ
Ｐ

〈批判的な親〉の心 理想を追求する／責任感が
強い／真面目／良心的／けじ
めがある／イエス・ノーを
はっきり言える／自信がある
／押しが強い／すじを通す

タテマエにこだわりすぎて
融通がきかなかったり、頑固
になりやすい。考えにあわな
いと相手を攻撃することも。

おっとりしていて融通がき
く。柔軟性がある。批判的で
はないので、他人と衝突する
ことや、価値観に振り回され
てイライラすることは少ない。

理想や目標を追求したり、
ルールを守るという意識がう
すいので、けじめがなく無責
任ととられることもある。優
柔不断で言うべきことが言え
ないことも。

自分の考えをまとめ、それを主
張したり、実行すること。また自
分の目標を決めて、周囲に流され
ずにそれを守り抜くトレーニング
などが役立つ。

良心的に行動しようとしたり、理
想を追求しようとする部分。規則を
守ったり、正しく行動することを、
自分自身や周囲の人、あるいは社会
に要求する。

Ｎ
Ｐ

〈思いやる親〉の心 人間関係をスムーズにする
／暖かい／他人のために行動
できる／献身的／やさしい／
相手を支える/奉仕の精神／弱
い者をかばう

情にもろいので、よかれと
思って本当は相手のためにな
らないお節介をする事多し。
情に流されてルールをつい無
視することも。

さっぱりしていて、周りに
いらない干渉はしない。情に
流されることが少ない。

人の痛みや苦しみに関心が
向かないので、冷たい人と思
われたり、人のことに気を配
らないので、関係がうまくい
かないことも。

相手の立場になって考えること
から始める。相手を励ましたり、
慰めたり、贈り物をしたり、積極
的に相手のために行動を起こして
みよう。

弱い者や幼い者に対し、やさしく
保護的に接しようとする部分。援助
を必要とする人の面倒を親身になっ
て見たり、慰めたり、暖かい言葉を
かけたりする。

Ａ

〈考える大人〉の心 現実をよく見て行動する／
理論的に考える／感情に流さ
れない／判断が中立で客観的
／自分をコントロールする／
落ち着いている

理屈で考えたり行動するの
はいいが、時に理屈に走りす
ぎて、人の感情を軽視したり、
打算的になりすぎることも。

変に理屈で割り切ることが
ない。純朴で、人間味がある。

論理的に考えたり、現状を
分析するのが苦手で考えがま
とまらなくなりがち。そのた
め計画を立てたり一貫した言
動をするのが苦手で言動が場
当たり的になりがち。

何かを言ったり行動する前に、
その言動によって起こる影響を一
つか二つ考えるくせを付けよう。
計画を立てたり、読書で様々な考
え方を知るのも有効。

意志や感情や行動をコントロール
する心の中のコンピュータの部分。
感情に支配されずに、冷静に事実を
観察し、自分や物事を判断する。計
画を立てる。

Ｆ
Ｃ

〈自由な子ども〉の心 活発／周囲を明るくする
ムードメーカー／ひらめきや
創造性が豊か／やる気がある
／感情表現が豊か／天真爛漫
／直感力がある

衝動的だったりそそっかし
い面があるので軽率なミスを
したり、甘く考えて大失敗す
ることもある。無責任やわが
ままには注意しよう。

おとなしく、落ち着いてい
る。感情におぼれて、衝動的
な行動をとることが少ない。

自分を楽しませること、積
極的に行動すること、思い
切ってやってみることが苦手
なので、いろいろな経験をす
るチャンスを逃しがち。無表
情に見えるかも。

楽しく毎日を過ごす方法を考え
よう。趣味や部活動はその一つ。
自分の気持ちをちょっとした勇気
を出して表現してみよう。

他人や周囲の状況に左右されず、
泣きたい時に泣き、笑いたい時に笑
う心の働き。行動力の源となる。よ
くも悪くも感情的・自己中心的・積
極的・行動的。

Ａ
Ｃ

〈あわせる子ども〉の心 感情を押さえることができ
る／慎重で周囲にあわせられ
る／波風をたてない／協調性
があり集団の中でうまくやっ
てゆく

周りに気をつかいすぎて消
極的になったり依存的になっ
たりして、心のバランスを崩
しやすい面あり。我慢強いが
限度を超えると不平や敵意が
時に爆発。

自主性に富み、自分のペー
スを守る。積極性がある。

相手の気持ちを察したり、
周囲にあわせたり、がまんす
るのが苦手。そのため自分勝
手と思われて反感をかうこと
も。

ＡＣが低い人はＡをあげるとよ
い。ＡＣが高い人は不快な感情に
気付いたら気分転換しよう。また、
ＣＰ・ＮＰ・Ａ・ＦＣのどれかが
あがるとＡＣは下がる。

自分の本心をおさえて、周囲の人
たちに順応しようとする部分。周り
を気にする傾向が強いので、自分か
ら行動する方ではない。従順でがま
ん強く、協調的。
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① 今の自分の特徴を短所ではなく長所へと意識する

※ 特徴は上手に使えば長所になりますが、使い方がうまくないと短所となります。そのことから、
自分の特徴を理解し、それがもつ長所を発揮するように意識させる指導を行います。
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て見たり、慰めたり、暖かい言葉を
かけたりする。

Ａ

〈考える大人〉の心 現実をよく見て行動する／
理論的に考える／感情に流さ
れない／判断が中立で客観的
／自分をコントロールする／
落ち着いている

理屈で考えたり行動するの
はいいが、時に理屈に走りす
ぎて、人の感情を軽視したり、
打算的になりすぎることも。

変に理屈で割り切ることが
ない。純朴で、人間味がある。

論理的に考えたり、現状を
分析するのが苦手で考えがま
とまらなくなりがち。そのた
め計画を立てたり一貫した言
動をするのが苦手で言動が場
当たり的になりがち。

何かを言ったり行動する前に、
その言動によって起こる影響を一
つか二つ考えるくせを付けよう。
計画を立てたり、読書で様々な考
え方を知るのも有効。

意志や感情や行動をコントロール
する心の中のコンピュータの部分。
感情に支配されずに、冷静に事実を
観察し、自分や物事を判断する。計
画を立てる。

Ｆ
Ｃ

〈自由な子ども〉の心 活発／周囲を明るくする
ムードメーカー／ひらめきや
創造性が豊か／やる気がある
／感情表現が豊か／天真爛漫
／直感力がある

衝動的だったりそそっかし
い面があるので軽率なミスを
したり、甘く考えて大失敗す
ることもある。無責任やわが
ままには注意しよう。

おとなしく、落ち着いてい
る。感情におぼれて、衝動的
な行動をとることが少ない。

自分を楽しませること、積
極的に行動すること、思い
切ってやってみることが苦手
なので、いろいろな経験をす
るチャンスを逃しがち。無表
情に見えるかも。

楽しく毎日を過ごす方法を考え
よう。趣味や部活動はその一つ。
自分の気持ちをちょっとした勇気
を出して表現してみよう。

他人や周囲の状況に左右されず、
泣きたい時に泣き、笑いたい時に笑
う心の働き。行動力の源となる。よ
くも悪くも感情的・自己中心的・積
極的・行動的。

Ａ
Ｃ

〈あわせる子ども〉の心 感情を押さえることができ
る／慎重で周囲にあわせられ
る／波風をたてない／協調性
があり集団の中でうまくやっ
てゆく

周りに気をつかいすぎて消
極的になったり依存的になっ
たりして、心のバランスを崩
しやすい面あり。我慢強いが
限度を超えると不平や敵意が
時に爆発。

自主性に富み、自分のペー
スを守る。積極性がある。

相手の気持ちを察したり、
周囲にあわせたり、がまんす
るのが苦手。そのため自分勝
手と思われて反感をかうこと
も。

ＡＣが低い人はＡをあげるとよ
い。ＡＣが高い人は不快な感情に
気付いたら気分転換しよう。また、
ＣＰ・ＮＰ・Ａ・ＦＣのどれかが
あがるとＡＣは下がる。

自分の本心をおさえて、周囲の人
たちに順応しようとする部分。周り
を気にする傾向が強いので、自分か
ら行動する方ではない。従順でがま
ん強く、協調的。
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② 今の自分の特徴にある低エネルギー箇所を課題にする

※ 低い部分が短所となっている場合、その部分を高めることで短所を消していくことも有効で
す。そのため、それを高める方法を自分で思考し、意識して生活するように指導します。



エゴグラムから見た自分の特徴

本来の働き
この部分が高い人の この部分が低い人の この部分を

〈にじみ出る長所〉 〈陥りやすいワナ〉 〈にじみ出る長所〉 〈陥りやすいワナ〉 高めるには

Ｃ
Ｐ

〈批判的な親〉の心 理想を追求する／責任感が
強い／真面目／良心的／けじ
めがある／イエス・ノーを
はっきり言える／自信がある
／押しが強い／すじを通す

タテマエにこだわりすぎて
融通がきかなかったり、頑固
になりやすい。考えにあわな
いと相手を攻撃することも。

おっとりしていて融通がき
く。柔軟性がある。批判的で
はないので、他人と衝突する
ことや、価値観に振り回され
てイライラすることは少ない。

理想や目標を追求したり、
ルールを守るという意識がう
すいので、けじめがなく無責
任ととられることもある。優
柔不断で言うべきことが言え
ないことも。

自分の考えをまとめ、それを主
張したり、実行すること。また自
分の目標を決めて、周囲に流され
ずにそれを守り抜くトレーニング
などが役立つ。

良心的に行動しようとしたり、理
想を追求しようとする部分。規則を
守ったり、正しく行動することを、
自分自身や周囲の人、あるいは社会
に要求する。

Ｎ
Ｐ

〈思いやる親〉の心 人間関係をスムーズにする
／暖かい／他人のために行動
できる／献身的／やさしい／
相手を支える/奉仕の精神／弱
い者をかばう

情にもろいので、よかれと
思って本当は相手のためにな
らないお節介をする事多し。
情に流されてルールをつい無
視することも。

さっぱりしていて、周りに
いらない干渉はしない。情に
流されることが少ない。

人の痛みや苦しみに関心が
向かないので、冷たい人と思
われたり、人のことに気を配
らないので、関係がうまくい
かないことも。

相手の立場になって考えること
から始める。相手を励ましたり、
慰めたり、贈り物をしたり、積極
的に相手のために行動を起こして
みよう。

弱い者や幼い者に対し、やさしく
保護的に接しようとする部分。援助
を必要とする人の面倒を親身になっ
て見たり、慰めたり、暖かい言葉を
かけたりする。

Ａ

〈考える大人〉の心 現実をよく見て行動する／
理論的に考える／感情に流さ
れない／判断が中立で客観的
／自分をコントロールする／
落ち着いている

理屈で考えたり行動するの
はいいが、時に理屈に走りす
ぎて、人の感情を軽視したり、
打算的になりすぎることも。

変に理屈で割り切ることが
ない。純朴で、人間味がある。

論理的に考えたり、現状を
分析するのが苦手で考えがま
とまらなくなりがち。そのた
め計画を立てたり一貫した言
動をするのが苦手で言動が場
当たり的になりがち。

何かを言ったり行動する前に、
その言動によって起こる影響を一
つか二つ考えるくせを付けよう。
計画を立てたり、読書で様々な考
え方を知るのも有効。

意志や感情や行動をコントロール
する心の中のコンピュータの部分。
感情に支配されずに、冷静に事実を
観察し、自分や物事を判断する。計
画を立てる。

Ｆ
Ｃ

〈自由な子ども〉の心 活発／周囲を明るくする
ムードメーカー／ひらめきや
創造性が豊か／やる気がある
／感情表現が豊か／天真爛漫
／直感力がある

衝動的だったりそそっかし
い面があるので軽率なミスを
したり、甘く考えて大失敗す
ることもある。無責任やわが
ままには注意しよう。

おとなしく、落ち着いてい
る。感情におぼれて、衝動的
な行動をとることが少ない。

自分を楽しませること、積
極的に行動すること、思い
切ってやってみることが苦手
なので、いろいろな経験をす
るチャンスを逃しがち。無表
情に見えるかも。

楽しく毎日を過ごす方法を考え
よう。趣味や部活動はその一つ。
自分の気持ちをちょっとした勇気
を出して表現してみよう。

他人や周囲の状況に左右されず、
泣きたい時に泣き、笑いたい時に笑
う心の働き。行動力の源となる。よ
くも悪くも感情的・自己中心的・積
極的・行動的。

Ａ
Ｃ

〈あわせる子ども〉の心 感情を押さえることができ
る／慎重で周囲にあわせられ
る／波風をたてない／協調性
があり集団の中でうまくやっ
てゆく

周りに気をつかいすぎて消
極的になったり依存的になっ
たりして、心のバランスを崩
しやすい面あり。我慢強いが
限度を超えると不平や敵意が
時に爆発。

自主性に富み、自分のペー
スを守る。積極性がある。

相手の気持ちを察したり、
周囲にあわせたり、がまんす
るのが苦手。そのため自分勝
手と思われて反感をかうこと
も。

ＡＣが低い人はＡをあげるとよ
い。ＡＣが高い人は不快な感情に
気付いたら気分転換しよう。また、
ＣＰ・ＮＰ・Ａ・ＦＣのどれかが
あがるとＡＣは下がる。

自分の本心をおさえて、周囲の人
たちに順応しようとする部分。周り
を気にする傾向が強いので、自分か
ら行動する方ではない。従順でがま
ん強く、協調的。
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③ 今の自分と理想の自分の違いを認識する

※ 現在の問題が生じているのは、理想の自分として振る舞えていないことにも原因があると考
え、現実と理想のギャップを埋める方法を自分で思考し、意識して生活するように指導します。



上記の①～③のスライドにある３つの取組により、自分は何
をすれば、もっと成長できるのかが、見えてきますね。

是非、無理のない範囲の簡単なことで良いので、毎日、継続
的に、それに複数の取組に挑戦してみてください。
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その行動目標が出来たか、出来なかったかを毎日、点検しま
しょう。

そのためのチェックリストを次のスライドに参考としてのせ
ました。できたら○、できなかったら×をつけて、楽しみま
しょう。

この様にして、自分の成長を夢・希望に変えて楽しむように
エゴグラムを活用することが、自己調整能力の育成につなが
りますし、それは、すなわち自立に向かうことでもあります
ね。
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※行動目標を作成し、毎日、できたら○、できなかったら×をつけることを毎日の習慣にする。
これにより、理想に近づくと同時に、こころが強くなるし、自己肯定感も高まっていく。

エゴグラム分析した内容を用いてオリジナルのルーティン行動を作成し、
自分が理想に向かって努力していくことを楽しんでみる。
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４－３ 生徒理解に向けたアセスメント・ツール活用

・支援の必要そうな生徒の発見 （スクリーニング会議）
※校内の情報共有

↓
・ケース会議

※情報に基づくアセスメント
アセス・B-SAFE
「学校の姿」と「家庭の姿」の比較（相違点）
↓

・生徒の理解を一層深める
・チーム学校としてより多くの情報で的確なアセスメントへ
・背景を踏まえた個別の生徒支援策の作成

↓
・教育で生徒のWell-beingをチーム学校で目指す

「生徒指導提要」第３章 チーム学校による生徒指導体制 ３．３．２（3） （ｐ８２～） 他



次に、生徒のアセスメントツールとしてエゴグラムを活用す
る方法を説明します。

本校では、生徒一人ひとりを伸ばし輝かせるために、アセス
メントに基づく教育を大切にしていますが、そのツールとし
て、本年度より「アセス・Ｂ－ＳＡＦＥ」を用いています。
（ちなみに、各々年３回実施で２つのセット価格が1100円/人です。）

そのアセスメントの精度を更に高める補助的なツールとして
考えているのが「エゴグラムＳＨＥ」です。

その内容について紹介します。
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（分析）
この生徒は、先生が自分のことをしっかりとサポートしてくれていると感じている。
また、学校の勉強（学習）もうまくいけているも感じている。
加えて、自分は人との関わりをきちんとやっていると思っている。
しかし、それにも関わらず、校内の人間関係にいじめられ感ともいえる被害者意識を感じ、生活
全体の満足感が低下している（と思われる。）

アセスの結果とつないで生徒を理解する

学習適応（６３）

非侵害的関係（３７）

向社会的スキル（５６）

友人サポート（５１）

生活満足感（４３）

教師サポート（６０）

（ある生徒の例）
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※回答は白い空白のところに、○（２点）、△（１点）、×（０点）で記し、各々の合計を算出する。

「学校の自分（左）」と「家庭の自分（右）」を回答する。

※本校の研修ではエゴグラム・チェックリストを提示しましたが、
必要な方は、各自で書籍を購入して情報を入手してください。

書籍「自尊感情を育てる『エゴグラムSHE』活用ガイド」
（ 著者 日本交流分析協会付属 TA学校教育心の開発研究所 ）
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結果をグラフ化

※ このシートは、学校の様子と家庭の様子に分けて、自動で作成される。
※ 各自我の四角枠は標準偏差を示し、その内にあれば全国的に標準的な生徒とも言える。

（このシートは、男性用と女性用の別がある。）

※ 四角枠から外れる場合は、その生徒の強い特徴ともいえる。
※ 学校と家庭で大きく違うところがあれば、その背景は考えるに値する。

※本校の研修ではエゴグラム・パターンを記す用紙を提示しましたが、
必要な方は、各自で書籍を購入して情報を入手してください。

書籍「自尊感情を育てる『エゴグラムSHE』活用ガイド」
（ 著者 日本交流分析協会付属 TA学校教育心の開発研究所 ）
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（分析）
この生徒はもともとの物事を考えてながら動けるタイプと思われる （ ｓA ＆ ｈA ）。
その特徴は学校では一層強く発揮され、いろいろと考えながら現実適応を図ろうとかなり（無
理して？）努力していることが伺える（ｓA）。

また、ｓACの高さからは、家庭と違う自分を学校内で演じ、人に合わせて周囲の期待に応えよう
と、かなり努力していることも伺える。

この状態が長く続くと、相当しんどくなるのでは・・・・・と感じられる。

エゴグラムのグラフを読み取り、背景を推測する

※本校の研修ではエゴグラム・パターンを記す用紙を提示しましたが、
必要な方は、各自で書籍を購入して情報を入手してください。

書籍「自尊感情を育てる『エゴグラムSHE』活用ガイド」
（ 著者 日本交流分析協会付属 TA学校教育心の開発研究所 ）
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５ 生徒指導の大切さ



本校には、ひょっとしたら中学校時代は「先生から
の手厚いサポートで支えられてきた」という３次的
生徒指導中心の生徒もいるのではないでしょうか？

それはそれで幸せなことで、感謝しましょう。

その上で、本校では、高校生として卒業後の自立に
向けて、仲間の力を活かしての２次生徒指導を行う
ことを基本的には考えていきたいと思います。

また、その延長線上に１次的生徒指導も出来るはず
と考えています。
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それが本校のグラデュエーション・ポリシーで目指
す生徒を「自立」させる教育実践につながると考え
ます。

このことをイメージしながら、次に示す本校のカリ
キュラム・ポリシ-を眺めてみてください。
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本校のカリキュラム・ポリシーを意識し、学校全体で下からの積み上げへ



本校では、生徒の発達・成長を考慮し、下のStep1
からStep6までを積み上げて、資質・能力を育んで
いきます。

「仲間の力を活かす」という２次的生徒指導の考え
方と、本校のStep１～Step２の考え方は似てませ
んか？

この取組により、生徒の非認知能力を伸ばし、それ
らの育成を授業で取り組めば「主体的・対話的で深
い学び」も上手くいくはずと、期待しています。

また、そのことが「楽しい学校風土」を育んでいく
ものと信じております。
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６ 最後に



高校生には、夢や目標に向かって、希望を持って輝
いて欲しいです。

そして仲間と支え合う豊かな情操（非認知能力）も
育んで欲しいです。

それに本気で取り組めば、そのとき、必ず子供には
①精神的な自立、②社会的な自立、③経済的な自立
の芽がふくらみ、社会で開花するものと信じていま
す。

それが、本校のグラデュエーション・ポリシーの考
え方になります。
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